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〜地域の実践活動〜



主な防災士資格取得者
・官庁・自治体職員、防災関係公共機関職員 ・国会議員、地方議会議員
・消防吏員、消防団員、警察官、自衛官 ・自主防災組織役員
・企業（防災担当) ・ライフライン、公共交通機関等、職員
・福祉関係職員 ・警備業、防犯関係
・学校教職員、幼稚園・保育園職員 ・宗教団体役員
・報道関係者、気象予報士 ・ボランティア、学生 他

防災士とは
“自助”、“共助”、“協働”を原則として、社会の様々な場で、防
災力を高める活動が期待され、そのための十分な意識と一定の
知識・技能を修得したことを、日本防災士機構が認証した人
（防災士教本巻頭）

阪神・淡路大震災を教訓に
2003年にスタートした防災士制度

防災士・防災士制度について
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防災士の認証状況
防災士認証者数 累計 243,460 人

自治体養成防災士：83.704人 34.7%

都道府県別 防災士認証登録者数

日本防災士会 都道府県別会員数
9,566 人
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異なる法人です

日本防災士会の入会は任意



特定非営利活動法人

日本防災士会の主な活動内容
学校や市民向けの防災教育・指導

被災地支援活動 メディア等への協力

研修、訓練の企画・開催

会員相互の連携の強化

定期総会・会議の開催

避難所開設訓練HUG

令和3年防災の日･防災週間キャンペーン
FMチャッピー入間市杉島市長対談

久喜市福祉避難所開設訓練

①団体として効率よく作業ができ、成果が期待できる
②規律ある活動により、安全管理が機能する
③チェーンソーや重機を扱うことのできる防災士が加わ
ることで、より効果的な活動も可能となる
④各地の防災士と交流することで活動の幅が広がる

防災士が団体として被災地支援

日本防災士会の会員及び支部は、各地で防災啓発活動、地域防災力の向上に取り
組んでいます。

大規模災害が発生した場合には被災地支
援活動を実施します。
被災地の現状、ボランティア活動の状況な
ど、必要な情報の提供に努めています。

全国ネットのテレビ、ラジオからコミュニティFM等
、さまざまなメディアを通じて、わかりやすい防災
啓発活動を進めています。

防災士としての技術研鑽を支援するため、研修会や訓練を開
催しています。学んだ知識・技術を活かし、地域の人々に防
災啓発活動を進めています。

会員相互の連携の強化やネットワーク構築のため、さまざま
なイベントを行なっています。

各種会議、研修会等を行い、防災士個人、支部活動の
活性化を図っています。

福島県沖地震：
大澤

委員会活動も
地区防災計画推進委員会
女性防災推進委員会

女性防災推進委員会FBページ

みんなで地域の安全のために貢献しようとする志の高い防災士の集まり・・・その特性を生かす



防災士の役割って？
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・自主防災組織等でリーダーシップ
・自主防災組織の結成に参加
・地域でコミュニティリーダーとなる
・地域防災イベントに参加
・地域の防災計画立案（地区防災計画策定）
・防災訓練の立案・参加
・活動モデルの広報推進
・社協や地域団体との連携

・自治体、行政との連携
・自治体の防災訓練に参加
・防災講演会の推進
・防災出前講座の推進
・防災教育の推進
・要支援者（要援護者）対策の推進
・防災県民会議への参加
・災害救援、支援活動の実施

参考：日本防災士会「支部活動の手引き」より

地区の祇園祭りでは、救護と場内アナウンス係

中妻自治会 役員 班長 4丁目民生・児童委員
中妻自主防災会 アドバイザー
（中妻地区防災計画 第2版作成中）
大石中学校避難所運営会議 防災アドバイザー

地区防災力UP

地域防災力UP

事前対策 応急対応

平常時にできることはすべてやっておく
（時間は十分にある）

災害が起きた直後にや
れることには限界がある。
時間や資材の制約がある

予防のコストは災害被害額の
10分の１以下と言われる

事前対策・応急対応のイメージ



防災士に期待される役割 ・家庭や職場の耐震診断・耐震補強
・家具類の固定・落下防止
・避難場所、避難路の確認、避難誘導
・講演や訓練を通じた防災意識の啓発
・備蓄品の準備（優先順位あり）
・防災リュックの準備（１人一つ）
・安否確認の方法
・地域（自主防災組織）
・職場での防災対策等

◎平常時の活動
事前対策・予防対策
市民啓発活動、自主防災活動

◎災害時の活動
応急対応、被害軽減

◎災害発生後の活動
被災者支援、被災地復興
・初期消火、二次災害の防止
・負傷者の救出、応急手当、搬送
・率先避難する
・避難誘導を行う
・避難所の開設と運営
・災害時要配慮者を支援する
・正しい情報の入手・伝達に努め、住民の動揺や混乱を防ぐ
・復興に向けた被災地支援行動等



・自治体との協定
・自治体からの委託事業
・内閣府防災、内閣府男女共同参画局、国土交通省等
・兵庫県人材育成検討会、各県防災会議委員
・NHK、Yahoo、大阪大学
・学校法人、専門学校 等々

日本防災士会・市町村防災士協議会・防災士連絡会など様々な団体がある

広がる防災士団体の活動
■自治体ごとの防災士団体

↑佐伯市防災士会女性部会

→上尾市防災士協議会

■学生防災士団体

東北福祉大学防災士協議会
（東北福祉大学ホームページ
より） 香川大学防災士クラブ（同クラブFacebookより）

自治体との応援協定

日本防災士会沖縄県支部と那覇市日本防災士会福島県支部と福島県庁



日本防災士会へ参加
地域の防災士連絡会等の設立
→ 地域の安全を守る存在へ

「助けられる人」から「助ける人」へ
自分の身を守る → わが家を守る

→ 職場を守る
→ 地域を守る

■一人でもできる！！ ■ネットワーク化で共助が進む！！

ご清聴ありがとうございました。

防災士への期待

防災士＝地域住民
すぐに駆けつけることができ、短な要請に応えることができる。
日常的な取り組みが持続できる。

⑴ 地域密着型・・すべての都道府県にいる身近な防災専門家集団
⑵ 人材集積型・・多様な能力を持った人材が集まった専門家集団
⑶ 持続活動型・・防災教育や地区防災など日常的な取り組みを持続できる
⑷ 事前の防災計画の策定支援・・地区防災計画や個別避難計画支援
⑸ 救助や消火などの緊急対応・・泥出しや炊き出しなどの支援
⑹ 災害VCや避難所の運営・・当事者として、支援者として
⑺ 再建についての相談窓口・・ケースマネジメント等

常総市災害VC

館林市防災士協議会との合同訓練
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